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武蔵野大学 グローバルスタディーズ研究所紀要

Global Studies執筆要綱

1 . 投稿資格

クローバルスタデイーズ研究所の研究員及び客員研究員、科目担当教員（大学院言語文化研

究科、グローバル学部、グローバル・コミュニケーション学部（非常勤講師を含む））、大学

院言語文化研究科の大学院生及び修了生とする。また、以下のいずれかに該当する者は、グ

ローバルスタデイーズ紀要編集委員会で認めた場合に限り投稿することができる。

(1) 本研究センター専任教員と共同研究に従事する者

(2) 紀要絹集委員会が特別に依頼した者

原稿は未発表のもので、 1人 1編とする。共同研究の場合は 1人2編までとするが、筆頭者

としては 1編しか投稿できない。

2 使用言語

日本語、英語、中国語のいずれかとする。

3. 原稿作成上の注意

(1) 原稿の様式と分量

原稿は横書きのWord文書で作成する。

分量は、 A4用紙、 43字X4Q行で、約 10ページ（注、参考文献、図表を含む）。

余白は上 35mm、下、左、右とも 30mm(ワードの既定値）とする。欧文原稿の場合は、

A4用紙（または国際版タイプ用紙216X290mm)30枚以内、刷り上がり約 10枚（注、

参考文献、図表を含む）とする。

(2) 表記法

① 常用漢字、現代仮名づかいを原則とする。

② 数字は原則として半角アラビア数字とする。ただし、 「一切」、「四半世紀」などの熟語、

成旬、固有名詞に限って和数字を用いる。

③ 旬読点、「 」、（ ）は全角で使用する。

(3) 論文タイトルおよびサブタイトル

英文原稿には、英文タイトルの下に和文タイトルを入れる。和文原稿には、和文タイトル

の下に英文タイトルを入れる。

(4) キーワード

キーワードは5語以内とし、論文タイトル、氏名の下につける。

(5) 注と参考文献の書き方

注と参考文献 ・引用文献は、後ろにまとめる。注は本文中に上付添字、 1)、2)、3)…と

通し番号で示す。脚注機能は使用しないこと。

参考文献・引用文献は、以下の 1)、2)のいずれかの書式で統一する。
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① 洋書単行本

1) Ellis, Rod (2003) Task-based Language Learning and Teaching. Oxford: Oxford 

University Press. 

2) Ellis, Rod. Task-based Language Learning and Teaching. Oxford: Oxford 

University Press. 2003. 

② 洋書論文

1) Langacker, Ronald W. (2006) "On the Continuous Debate about Discreteness", 

Cognitive Linguistics 17: 107-151. 

2) Langacker, Ronald W. "On the Continuous Debate about Discreteness", Cognitive 

Linguistics 17, pp.107-151. 2006. 

③ 和書単行本

1) 加藤周一 (2007)『日本文化における時間と空間』岩波書店

2) 加藤周ー 「日本文化における時間と空間』岩波書店 2007年

④ 和書論文

1) 籾山洋介 (2009)「百科事典的意味観」『認知言語学論考』No.9:1-38 ひつじ書房

2) 籾山洋介 「百科事典的意味観」「認知言語学論考JNo.9:1-38 ひつじ書房 2009年
(6) 提出原稿の校正

校正は2回までとする。印捌進行過程における原稿の大幅訂正、加筆、削除は控える。

4. 抜き刷りについて

抜き刷りは 30部とする。それ以上希望する場合は、 実費自己負担とする。

5. 原稿の提出期日

年1回、委員会の定める期日までに提出する。

6 原稿の提出方法および提出先

原稿は武蔵野大学グローバルスタディーズ研究所紀要編集委員会 (gs_edit@musashino-u.

ac.jp)宛に、電子データをメールにて提出する。
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